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協議第１１号

協 議 会 協 議 項 目 （ 案 ）

津 地 区 合 併 協 議 会

各種事務事業の取扱いについて

消防防災関係（その１）



1 組織に関すること
（消防本部の位置
に関すること）

○消防本部に関すること
　「津市消防本部および消防署の設置等に関する条例」「津市消
防本部の組織に関する規則」に基づく。
　　名称：津市消防本部　　位置：津市寿町14-20
　　組織：消防総務課、予防課、消防救急課・通信指令室
　　事務分掌について定める。
　　消防長以下の職位と、充てる階級を定める。等

※別紙参照

○消防署に関すること
　「津市消防本部および消防署の設置等に関する条例」「津市消
防署の組織に関する訓令」に基づく。
　　名称：津市中消防署　　　位置：津市寿町14-20
　　組織：本署－中署
　　　　　　分署－西分署、南分署
　　　　　　分遣所－美里分遣所、香良洲分遣所
　　名称：津市北消防署　　　位置：津市栗真中山町816-2
　　組織：本署－北署
　　　　　　分署－河芸分署、芸濃分署
　　それぞれの管轄区域を定める。
　　事務分掌について定める。
　　署長以下の職位と、充てる階級を定める。等

○消防行政担当区域に関すること
　「消防行政担当区域制度実施要綱」を定めている。

○消防相談に関すること
　「消防相談実施要綱」を定めている。

○消防本部に関すること
　「久居地区広域消防組合消防本部及び消防署の設置等に関す
る条例」「久居地区広域消防組合消防本部組織に関する規則」に
基づく。
　　名称：久居地区広域消防組合消防本部
　　位置：久居市明神町2276番地
　　組織：総務課、警防課、通信指令室、予防課の事務分掌につ
いて定める。消防長以下の職位と、充てる階級を定める等。

※別紙参照

○消防署に関すること
　「久居地区広域消防組合消防本部及び消防署の設置等に関す
る条例」「久居地区広域消防組合消防署組織規程」に基づく。
　　名称：久居地区広域消防組合久居消防署
　　位置：久居市明神町2276番地
　　名称：久居地区広域消防組合一志消防署
　　位置：一志町大字田尻字上ノ345番地の１
     名称：久居地区広域消防組合白山消防署
　　位置：白山町大字川口字関の宮513番地の2
　　名称：久居地区広域消防組合嬉野消防署
　　位置：嬉野町大字権現前464番地の4
　　名称：久居地区広域消防組合美杉消防署
　　位置：美杉村奥津910番地の1
　　組織：久居消防署西部出張所
　　　　　それぞれの管轄区域を定める。事務分掌について定め
　　　　　る。署長以下の職員の職位と、充てる階級を定める。等

区　　　　　分
構　　　　　　　成　　　　　　　市　　　　　　　町　　　　　　　村　　　　　　　の　　　　　　　現　　　　　　　況

様式４

津　地　区　合　併　協　議　会　　　調　整　内　容　表

協　議　項　目 25　各種事務事業の取り扱い 専　門　部　会 消防部会
調　整　の　内　容

○合併後の消防本部については、新しく新市の消防本部庁
舎建設することは避け、別紙現在庁舎の比較表及び本部の
位置に関するメリット・デメリット比較表により検討を行った結
果、現在の久居地区広域消防組合本部庁舎を新市消防本
部庁舎として活用することが妥当であると考える。
　また、消防業務は継続業務であるため、合併までに調整、
移動等行い新市移行後に即対応可能な状態にする。

１．新たに制度を制定する。（合併と同時）
・消防本部の位置については、現在の久居地区広域消防組合本部庁舎とする。

関　係　項　目 消防防災関係

調整の具体的内容
津　　　　市 久居地区広域消防組合

分　   科　   会 消防総務分科会
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様式４（別紙）

津市消防本部庁舎 久居地区広域消防組合消防本部庁舎 津との比較

敷地面積 ２，４７１．３５㎡ ７，３０１．９３０㎡ ２．９５倍

建築面積 ７１７．０１３１㎡ １，９７６．３３４㎡ ２．７６倍

延べ面積 ２，１０９．６１２３㎡ ３，８０７．５６３㎡ １．８倍

構造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造

１階床面積 ６８９．４８７２㎡ １，５１６．７８４㎡ ２．２倍

２階床面積 ６５９．１２８１㎡ １，１１７．７２０㎡ １．７倍

３階床面積 ６５９．１２８１㎡ １，１３２．９８７㎡ １．７倍

ＰＨ １０１．８６８９㎡ ４０．０７２㎡ ０．３９倍

通信指令室の面積（機械室等含まず） ７２．００㎡（３階に設置） ９６．６６８㎡（３階に設置） １．３倍

通信指令室予備室 なし １０２．７７６㎡（作戦会議室）

建築年月日 昭和４７年２月 平成１０年１１月 ２５年９ヶ月

経過年数（平成１４年１２月末現在） ３０年２ヶ月 ４年４ヶ月 〃

耐震構造 平成８年度補強工事 建築当初から 耐震構造

津市及び久居広域消防本部庁舎比較表津市及び久居広域消防本部庁舎比較表津市及び久居広域消防本部庁舎比較表津市及び久居広域消防本部庁舎比較表

現・津市消防本部 現・久居地区広域消防組合本部

メリット

・周辺人口が多く、消防需要に対する迅速な対応と効率的な住民サービス

の向上が図れる。

・新市における市役所の位置が現津市役所となった場合、行政としての利
便性があり、新市における災害対策本部との情報連絡等が有機的に機能
する。

・防災行政担当機関が近くに存在しているため事務効率が良い。

・新市消防本部としての地理的な位置、庁舎の構造規模がほぼ満たされて

いる。

・通信指令室を統合するための面積的余裕があり、将来のデジタル化問題
にも対応可能である。

・防災拠点としての隣地の用地確保が見込める。

・高速道路インターチェンジが近いため、災害時における応援出動等が容
易である。

デメリット

・耐震補強は講じられているものの、長年の使用により庁舎の老朽化が進

み、災害拠点として将来的に不安がある。

・敷地面積が狭いため、来庁者駐車場にも支障をきたしている。

・周辺人口が少なく、消防需要に対する迅速な対応と効率的な住民サービ

スが低下する。

・新市における市役所の位置が現津市役所となった場合、行政として情報
連絡等に不便である。また、防災行政担当機関が近くにないため、事務効
率が悪い。

消防本部庁舎の位置に関する比較表
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